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節
電
の
夏
に
思
う

節
電
の
夏
に
思
う

　
今
年
は
節
電
の
夏
で
あ
る
。
元
々
、
電

気
、石
油
製
品
、ガ
ス
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
無
限
で
は
な
い
の
で
、
原
発
事
故
に
か

か
わ
ら
ず
普
段
か
ら
節
約
す
べ
き
で
あ
っ

た
ろ
う
。
良
い
意
味
で
、
原
発
事
故
は
贅

沢
に
慣
れ
て
し
ま
っ
た
日
本
人
に
、
多
大

な
教
訓
と
試
練
を
与
え
て
く
れ
た
よ
う
な

気
が
し
て
な
ら
な
い
。

は
あ
る
だ
ろ
う
。
同
じ
く
半
径
百
㍍
以
内

に
、
コ
ン
ビ
ニ
が
五
軒
あ
る
。
駅
前
の
パ

チ
ン
コ
屋
に
は
朝
か
ら
百
㍍
も
の
行
列
が

で
き
る
盛
況
ぶ
り
。
こ
ん
な
国
は
世
界
広

し
と
い
え
、
日
本
だ
け
だ
ろ
う
。
エ
ア
コ

ン
も
暑
い
日
は
使
い
放
題
、
今
夏
活
躍
し

て
い
る
扇
風
機
は
押
入
れ
の
中
だ
っ
た
。

　
思
え
ば
、
私
た
ち
世
代
（
五
十
代
か
ら

　
原
発
事
故
が
発
生
し
電
気
の
供
給
容
量

が
低
下
す
る
以
前
は
、
電
気
は
あ
っ
て
当

然
と
い
う
感
覚
が
し
み
つ
い
て
し
ま
っ

た
。
石
原
都
知
事
が
強
調
し
て
お
ら
れ
た

が
、
自
動
販
売
機
は
異
常
な
く
ら
い
台
数

が
多
く
、
昼
夜
稼
動
し
て
電
気
を
消
費
し

て
い
る
。
練
馬
区
内
の
本
会
事
務
所
の
周

辺
だ
け
で
も
、
半
径
百
㍍
以
内
に
二
十
台

先
？
）
の
子
ど
も
の
頃
は
エ
ア
コ
ン
が
な

く
、
扇
風
機
と
う
ち
わ
で
暑
さ
を
し
の
い

だ
も
の
だ
。
電
車
や
自
動
車
に
も
エ
ア
コ

ン
は
な
く
、
暑
い
時
は
、
窓
を
開
け
る
の

が
普
通
だ
っ
た
。
夜
は
蚊
帳
を
吊
っ
て
寝

た
も
の
だ
。
そ
ん
な
暑
苦
し
い
生
活
の
中

で
も
毎
日
が
楽
し
く
て
、
少
な
か
ら
ず
今

の
子
ど
も
た
ち
よ
り
瞳
は
輝
き
生
き
生
き

内
の
発
電
所
か
ら
の
容
量
で
は
足
り
ず
、

隣
国
の
タ
イ
と
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
電
気
を

買
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
足
り
な
い
と
見

え
、
需
要
の
多
い
時
は
予
告
な
く
停
電
す

る
。（
計
画
停
電
な
し
）
多
い
と
き
は
一

日
一
回
〜
二
回
、
停
電
の
長
さ
は
二
〜
三

時
間
。
こ
ん
な
状
況
な
の
で
、
ホ
テ
ル
や

工
場
の
多
く
は
自
家
用
発
電
機
を
持
っ
て

い
て
、
通
常
の
電
気
と
併
用
し
て
い
る
。

　
都
市
部
を
離
れ
、
地
方
の
農
村
へ
行
け

ば
行
く
ほ
ど
、
電
気
は
な
く
な
る
。
そ
こ

で
活
躍
し
て
い
る
の
が
、
車
で
使
う
バ
ッ

テ
リ
ー
。
業
者
さ
ん
が
家
庭
を
回
り
充
電

す
る
。日
本
で
は
あ
り
得
な
い
新
商
売
だ
。

バ
ッ
テ
リ
ー
も
買
え
な
い
農
家
は
、
日
が

沈
め
ば
寝
て
、
日
が
昇
れ
ば
起
き
て
働
く

と
い
う
、
自
然
の
中
の
暮
ら
し
ぶ
り
だ
。

　
も
ち
ろ
ん
、
電
気
が
あ
っ
て
便
利
な
こ

と
は
最
高
だ
。
し
か
し
、
電
気
、
水
道
、

ガ
ス
な
し
で
暮
ら
す
人
た
ち
は
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
に
限
ら
ず
世
界
中
に
数
億
人
、
い
や

十
数
億
人
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
国
境
が

あ
る
限
り
こ
の
差
は
縮
ま
る
こ
と
は
あ
る

ま
い
。
し
か
し
、
何
ら
か
の
方
法
で
支
援

の
手
を
差
し
伸
べ
る
こ
と
は
で
き
る
。
そ

の
差
を
埋
め
る
べ
く
活
動
す
る
の
が
Ｎ
Ｇ

Ｏ
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）
の
本
来
の
姿
だ
ろ
う
。

暮
ら
し
て
い
た
。

　
こ
こ
で
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
電
力
事
情
に

目
を
向
け
よ
う
。原
子
力
発
電
所
は
な
く
、

火
力
と
水
力
発
電
所
が
数
ヶ
所
あ
る
も
の

の
、
経
済
発
展
著
し
い
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
国

川遊びするカンボジアの子どもたち
（コンポンスプー県オラル郡で）

　長かった内戦が終わって平和になったカンボジアですが、国の復興はなかなか進まず、大多数の人々は貧困に苦し
んでいます。特に農村では、貧しかったり親を亡くしたりして学校へすら行けない子どもや、学校へ行けても途中で
やめてしまう子どもが後を断ちません。
　本会では、農村の子どもたちが学校へ行けるようにと、教育資金をサポートしてくれる里親さんを募集しております。
　思えば65年前、敗戦して焦土となった日本を救ってくれたのは、諸外国からの援助でした。カンボジアも食料援
助をしてくれました。日本の子どもたちもその恩恵を受け学校に行けるようになりました。豊かになった私たちが、
今度は困っているアジアの子ども達を支援する番です。

子ども１人につき、１年間３万円。一括納入、分割
納入（毎月 2500 円× 12 ヵ月）のどちらも可。所
定の郵便振替用紙を使ってお振込みください。
学用品、制服、靴などの購入、学校への納付金、
お小遣い、生活資金などに使われます。このほか、
現地スタッフの給料、ガソリン代、事務所家賃な
ど現地でかかる経費、通信費、印刷費など東京の
本部でかかる経費として使われます。
最低１年間単位ですが、少なくとも子どもが学校
を卒業するまでの期間、サポートしていただけた
ら幸いです。
里子からは年２回、近況を報せる手紙（日本語に翻
訳）と写真が届きます。　　
里親さんからの手紙、プレゼントも里子に届ける
ことができ、心あたたまる交流ができます。現地
で暮らす里子に会いにいくための旅行も年３回実
施しております。

カンボジアの子どもたちをサポートしてください

クメール教育里親会員募集

※お友達グループや職場など、グループ単位でサポートしていただくこともできます。

【年　会　費】：

【会費の使途】：

【サポート期間】：

【里子との交流】：

◀朝は午前５時頃起床。５時半か
ら約 30 分、決められた掃除分担
により、各人の部屋や夢ホームの
庭などを掃除。特に砂ほこりの多
いカンボジアでは、毎日の掃除は
欠かせない日課だ。

◀食事は３食。朝食は午前６時〜、
昼食は 11 時 15 分〜、夕食は午後
６時〜。ごはんと、おかずが２品
ほど。子どもたちは育ち盛りでご
はんをたくさん食べるので、お米
のプレゼントはありがたい。

◀午前組、午後組に分かれ、近隣
のタメイ小学校と、チャイチョッ
プ中学校へ通学。（午前７時〜 11
時、午後は１時〜５時）小学校は
近いので歩いて行くが、中学校は
遠いので、自転車で通学。

◀午前 11 時 45 分〜 12 時半と、
午後５時〜６時、中学生は学校の
近くにある学習塾で英語を学ぶ。
受講料は自分たちのお小遣いで。
　夢ホームの子どもたちは受講料
を半額にしてもらっている。

◀夕食後、夢ホーム内の図書館
で 30 分〜１時間ほど宿題をする。
宿題のない日は次の日の予習を。
日本にいる里親から教育支援を受
け、夢を持って熱心に勉強してい
る。

◀午後７時半〜９時、新潟県の三
林けい子さんの指導で、インター
ネットのスカイプにより、日本語
を学ぶ。将来、本会事務所の日本
語スタッフとして勤める子が誕生
するかも？！

◀夜は部屋でくつろぐ。男子棟が
できたので、１部屋２人〜３人で
暮らす。就寝は午後９時半頃。
　部屋にエアコンはないが、天井
に扇風機がついている。

　
本
会
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
コ
ン
ポ
ン
ス

プ
ー
県
で
運
営
す
る
児
童
養
護
施
設
「
夢

ホ
ー
ム
」は
二
〇
〇
九
年
一
月
に
開
設
し
、

は
や
二
年
九
ヶ
月
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い

る
。

　
子
ど
も
た
ち
の
ほ
と
ん
ど
が
、
両
親
又

は
片
親
を
亡
く
し
、
劣
悪
な
環
境
の
中
で

暮
ら
し
て
い
た
が
、
今
は
「
夢
ホ
ー
ム
」

で
文
字
通
り
、
夢
を
持
っ
て
充
実
し
た

日
々
を
過
ご
し
て
い
る
。

　
最
近
は
五
月
に
男
子
棟
が
完
成
、
部
屋

数
が
増
え
た
の
で
三
人
の
年
若
い
子
ど
も

が
入
園
し
、
そ
の
数
は
丁
度
二
十
人
、
四

人
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
ス
タ
ッ
フ
が
子
ど
も

た
ち
の
お
世
話
を
し
て
い
る
。

　
忙
し
い
子
ど
も
た
ち
の
一
日
を
追
っ
た
。

　
夢
ホ
ー
ム
で
は
、
一
袋
が
五
十
㎏
入

り
の
お
米
を
一
ヵ
月
に
約
六
袋
消
費
し

ま
す
。
お
米
は
現
地
の
商
店
に
て
一
袋

三
千
五
百
円
（
送
料
込
み
）
で
購
入
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
郵
便
振
込
票
に
「
夢

ホ
ー
ム
用
お
米
代
」
と
明
記
し
て
送
金
し

て
く
だ
さ
れ
ば
、
現
地
に
て
購
入
し
、
夢

ホ
ー
ム
へ
お
届
け
し
ま
す
。（
後
日
写
真

を
郵
送
い
た
し
ま
す
）

夢
ホ
ー
ム

で
暮
ら
す
子
ど
も
た
ち
の
一
日
を
紹
介
し
ま
す

お米を寄贈してください

スタッフと子どもたち（このほど完成した男子棟玄関で）
４才から14 才までの男子 10 人、女子 10 人が生活する
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き
れ
い
な
水
で
手
を
洗
う
子
ど
も
た
ち

7月はカンボジアの小学校に１基の井戸が贈呈

7月に完成した井戸の内訳
／ 設置場所 生徒数 県・郡名 寄贈者様

① プライトタン小学校 1237人 コンポンチャム県プレイチュ郡 大橋緑様

※通算の井戸設置数＝180基(2011年7月現在)

　７月は、１つの小学校に井戸を寄贈した。７月８日、寄贈
者に代わり、石川桂さん（愛知県安城市・里親会員）が小学
校を訪問、贈呈式の中であいさつした。
　東日本大震災などの影響もあって、最近は井戸を寄贈し
てくれる人が減少傾向にあるものの、９月は10の小学校に
井戸を寄贈する予定。現地の小学校からは沢山の井戸設
置要望書が届いているため、引き続きあたたかなご支援を
お願いしたい。井戸は手押しポンプ式で、１基15万円（寄贈
者のネームプレート付き）で完成する。詳しくは事務局へご
連絡を。

校舎建設の敷地を視察

「よくできました！」と子どもたちにご褒美を渡す鈴木さん

児童養護施設《夢ホーム》日記 児
童
養
護
施
設《
夢
ホ
ー
ム
》
日
記

■
八
十
七
歳
＆
六
十
五
歳
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

■
川
べ
り
で
暮
ら
す
一
家

■
織
物
の
村
を
見
学

　
内
戦
が
長
く
続
い
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
高
齢
者

が
少
な
い
が
、
た
ま
た
ま
訪
れ
た
コ
ポ
ン
チ
ャ

ム
県
の
村
で
、
八
十
七
歳
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と

そ
の
子
ど
も
に
会
っ
た
。
子
ど
も
と
い
っ
て
も

今
年
、
六
十
五
歳
に
な
っ
た
と
い
う
。
六
十
五

歳
以
上
で
親
子
が
存
命
な
ケ
ー
ス
は
カ
ン
ボ
ジ

ア
で
は
稀
だ
と
い
う
。
ポ
ル
ポ
ト
時
代
の
お
話

を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

で
、
写
真
を

撮
ら
せ
て
も

ら
っ
た
。
二

人
の
子
ど
も

は
、
毎
日
、

裸
で
生
活
し

て
い
る
と
い

う
。
多
少
汚

れ
て
い
て
も

水
が
あ
れ
ば

生
き
て
い
け

る
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
首

都
プ
ノ
ン
ペ
ン
か

ら
、
車
と
船
に
乗
り

約
二
時
間
の
と
こ
ろ

に
、
織
物
で
生
計
を

立
て
て
暮
ら
す
村
を

訪
問
し
た
。
メ
コ
ン

川
の
中
州
に
あ
る
小

さ
な
村
、
高
床
式
住

居
の
下
で
手
動
の
織

機
を
動
か
し
、
娘
さ

ん
ら
が
働
い
て
い

た
。

ウォッ
チ!

カンボ
ジア

　
コ
ン
ポ
ン
ス
プ
ー
県
の
村
で
、
川
沿
い
に
家

を
造
り
、
住
ん
で
い
る
家
族
が
沢
山
あ
っ
た
の

　
熟
練
し
た
板
金
加
工
技
術
を
持
つ
鈴
木
千
雄

さ
ん
（
愛
知
県
あ
ま
市
・
里
親
会
員
）
が
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
そ
の
技
術

を
教
え
る
「
も
の
作
り
技
能
講
習
会
」
が
七
月

四
日
〜
八
日
、
夢
ホ
ー
ム
内
の
職
業
訓
練
棟
で

開
催
、
八
人
の
中
学
生
が
受
講
し
た
。
鈴
木
さ

ん
は
隔
月
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
（
夢
ホ
ー
ム
）
を
訪

問
、
夢
ホ
ー
ム
や
近
所
の
子
ど
も
た
ち
に
技
術

指
導
し
て
い
る
。

　
今
回
の
講
習
会
で
は
、
以
前
に
制
作
し
た
チ

リ
ト
リ
に
加
え
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
の
リ
ク
エ

ス
ト
で
、
教
科
書
や
ノ
ー
ト
を
収
納
す
る
箱
を

作
っ
た
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
こ
の
時
期
、
年
度
末
の
試

験
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、
一
部
中
学
生
は
講
習

会
の
前
半
を
欠
席
し
た
。

　
次
回
（
第
九
回
）
の
講
習
会
は
、
九
月
五
日

〜
九
日
に
行
な
わ
れ
る
予
定
。

第
八
回
「
も
の
作
り
技
能
講
習
会
」
開
催
（
夢
ホ
ー
ム
）

　
七
月
八
日
、
大
橋
様
寄
贈
の
井
戸
贈
呈
式
に

出
席
、
代
理
で
挨
拶
す
る
。
以
前
に
使
用
し
て

い
た
古
い
手
押
し
式
の
ポ
ン
プ
が
壊
れ
た
ま
ま

の
状
態
を
み
て
心
が
痛
む
。

　
九
月
校
舎
建
設
工
事
が
予
定
さ
れ
て
い
る
ト

ロ
パ
ン
ト
ム
小
学
校
（
コ
ン
ポ
ン
チ
ャ
ム
州
）

を
訪
問
し
て
関
係
者
と
打
ち
合
わ
せ
を
す
る
。

ポ
ル
ポ
ト
政
権
時
代
に
地
元
民
が
建
て
た
、
現

在
小
学
生
一
、二
年
生
が
学
ん
で
い
る
校
舎
が

新
し
い
学
び
舎
に
な
る
姿
を
想
像
し
て
、
来
年

三
月
の
子
ど
も
た
ち
と
地
元
住
民
と
の
再
会
を

誓
う
。

　
三
月
に
訪
問
し
た
夢
ホ
ー
ム
の
様
子
と
比
較

し
て
、
園
内
に
す
ば
ら
し
い
二
棟
の
建
物
が
建

ち
整
備
さ
れ
た
の
に
驚
く
。
入
園
生
の
生
活
の

変
化
が
子
ど
も
の
顔
の
明
る
い
表
情
に
よ
く
で

て
い
る
。

　
事
務
所
棟
二
階
の
理
事
長
室
で
業
者
と
懇
談

し
て
い
て
も
、
園
内
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
活
排

水
の
こ
と
が
い
や
に
心
配
に
な
る
。
日
本
で
は

考
え
ら
れ
な
い
「
排
水
」
の
問
題
が
農
村
地
帯

で
は
解
決
さ
れ
て
い
な
い
現
状
を
目
に
す
る

と
、
支
援
す
る
思
い
が
複
雑
に
頭
の
中
を
駆
け

巡
る
。

　
希
望
し
て
い
た
メ
コ
ン
川
の
中
州
に
あ
る
島

の
伝
統
あ
る
機
織
り
の
工
房
を
訪
れ
た
。
十
七

歳
の
少
女
の
操
る
巧
み
な
業
と
見
事
な
織
布
に

生
ま
れ
変
わ
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
伝
統
の
す
ば
ら

し
さ
に
驚
か
さ
れ
る
。

　
貧
し
い
と
言
わ
れ
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
人
々
の

暮
ら
し
の
中
に
、
手
織
り
の
織
機
が
創
り
出
す

「
織
の
芸
術
」
を
観
た
時
、
自
分
の
断
片
的
な

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
文
化
に
対
す
る
知
識
（
情
報
）

が
、
正
し
く
認
識
せ
ず
偏
見
で
あ
っ
た
こ
と
を

反
省
し
た
。「
チ
ョ
ロ
イ
・
ア
ン
ビ
ル
村
」
で

懸
命
に
織
る
少
女
の
姿
勢
に
深
く
感
銘
し
た
。

　「
支
援
す
る
立
場
」
が
「
支
援
さ
れ
る
立
場
」

に
変
化
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
旅
で
あ
っ
た
と

思
っ
た
。

　
次
回
の
訪
問
で
は
「
何
を
学
ば
せ
て
い
た
だ

く
の
か
な
ー
」
と
期
待
し
て
い
る
。

　（
愛
知
県
安
城
市
在
住
、
理
事
・
里
親
会
員
）

プ
ノ
ン
ペ
ン
訪
問
で
見
た
明
と
暗

石
川
　
桂

投
　
稿

園田さん夫妻などから８袋のお米寄贈される

　園田健次・美代子様ご夫妻（群馬県太田市・里親会員）
ほか１名様より、お米（50 ㎏入り８袋）が寄贈された。
７月７日、現地を訪問した根岸理事長らが届けた。お米
の寄贈は１袋からでも受け付けている。

排水工事を実施

　男子棟のトイレ、洗面所の排水槽に不備があり、排水
が逆流してしまうトラブルが発生、急遽、建設業者の手に
より修復工事が実施された。夢ホーム外の道路に１年前
埋設した土管に排水を
流す許可を地元村長さ
んからもらえたので、
早速工事を開始した。

た
。
Ｏ
Ａ
機
器
や
家
電
、
デ
ジ
タ
ル
機
器
に
搭

載
す
る
小
型
モ
ー
タ
ー
の
組
立
工
場
で
、
投
資

額
は
約
五
十
億
円
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
初
の
精

密
電
子
機
器
工
場
。

　
同
社
は
す
で
に
十
カ
国
で
事
業
を
展
開
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
は
十
一
番
目
の
進
出
先
だ
が
、
海
外

に
大
型
製
造
拠
点
を
設
立
す
る
の
は
十
七
年
ぶ

り
と
い
う
。

　
同
工
場
で
は
、
将
来
、
約
五
千
人
の
従
業
員

の
雇
用
を
予
定
し
て
い
る
。

魚
が
入
っ
た
水
槽
に
足
を
入
れ
る
と
、
魚
が
足

に
吸
い
付
き
、
皮
膚
の
老
廃
物
な
ど
を
取
っ
て

く
れ
る
と
同
時
に
マ
ッ
サ
ー
ジ
効
果
が
あ
る
と

し
て
こ
こ
数
年
で
爆
発
的
な
人
気
を
呼
び
、
世

界
中
に
広
ま
っ
た
。そ
の
た
め
、シ
ェ
ム
リ
ア
ッ

プ
の
ス
ト
リ
ー
ト
や
プ
ノ
ン
ペ
ン
の
ロ
シ
ア
ン

マ
ー
ケ
ッ
ト
付
近
で
も
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
が
、
同
学
会
に
よ
る
と
「
小
魚
自
体
は

危
険
な
も
の
で
は
な
い
が
、
水
槽
内
が
水
虫
な

ど
の
皮
膚
病
の
温
床
に
な
り
、
感
染
が
拡
大
す

る
可
能
性
が
あ
る
。
と
り
わ
け
傷
の
あ
る
人
に

は
勧
め
ら
れ
な
い
」
と
の
事
。

　
日
本
の
大
手
電
機
メ
ー
カ
ー
「
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
」
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
初
の
代
表
事
務
所
を
構

え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
宮
本
郁
夫
ア
ジ
ア
大
洋
州
本
部
長
は
、
プ
ノ

ン
ペ
ン
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
「
若
く
て
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
」
な
労
働
力
に
注
目
し
、
政
府
の
外
資

系
企
業
誘
致
策
に
賞
賛
を
贈
っ
た
。

　
同
社
は
昨
年
度
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
の
エ
ア
コ

ン
販
売
に
お
い
て
六
十
八
％
の
シ
ェ
ア
を
獲
得

し
た
と
い
う
。

　
今
後
は
新
製
品
を
紹
介
し
て
い
く
と
同
時

に
、
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
も
導
入
し
て
い

く
方
向
だ
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
特
に
シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ
で
も

多
く
見
ら
れ
、
旅
行
者
に
大
人
気
の
『
フ
ィ
ッ

シ
ュ
・
ス
パ
』
に
つ
い
て
タ
イ
の
皮
膚
科
業
界

が
『
フ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ス
パ
』
で
皮
膚
病
に
感
染

す
る
可
能
性
が
あ
る
と
注
意
を
呼
び
か
け
た
。

　『
フ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ス
パ
』
は
「
ド
ク
タ
ー
・

フ
ィ
ッ
シ
ュ
」
な
ど
と
も
呼
ば
れ
、
特
殊
な
小

　
精
密
小
型
モ
ー
タ
ー
な
ど
の
製
造
業
大
手

「
ニ
ネ
ベ
ア
」
が
五
月
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
工
場
の

起
工
式
を
プ
ノ
ン
ペ
ン
経
済
特
区
で
行
な
っ

　
エ
ー
ル
フ
ラ
ン
ス
航
空
が
、
三
十
七
年
ぶ
り

に
プ
ノ
ン
ペ
ン
と
パ
リ
の
定
期
旅
客
便
を
復
活

さ
せ
た
。
フ
ラ
ン
ス
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
旧
宗
主

国
だ
が
、
一
九
七
五
年
、
ポ
ル
ポ
ト
政
権
樹
立

後
、
定
期
便
は
途
絶
え
て
い
た
。

　
定
期
便
は
、
当
面
週
往
復
三
便
、
す
べ
て
の

便
が
バ
ン
コ
ク
経
由
す
る
。

　
エ
ー
ル
フ
ラ
ン
ス
の
代
表
執
行
役
員
は
「
欧

州
の
航
空
会
社
の
中
で
、
最
初
に
プ
ノ
ン
ペ
ン

に
定
期
便
を
復
活
さ
せ
た
こ
と
を
誇
り
に
思

う
」
と
話
し
た
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
観
光
省
に
よ
る
と
、
今
年
一
月

か
ら
三
月
ま
で
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
訪
問
し
た
外

国
人
観
光
客
は
合
計
七
十
七
万
八
千
人
、
前
年

同
期
よ
り
十
四
％
伸
び
た
と
い
う
。

　
最
も
多
か
っ
た
の
は
ベ
ト
ナ
ム
人
で
、
約

十
三
万
人
。
続
い
て
、
韓
国
人
が
約
十
万
七
千

人
、
中
国
人
が
約
六
万
七
千
人
、
日
本
人
は
中

国
人
に
次
ぐ
四
位
で
約
五
万
人
。
米
国
人
、
フ

ラ
ン
ス
人
、
英
国
人
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
と

続
く
。

　
一
方
で
、
世
界
遺
産
「
プ
レ
ア
ビ
ヒ
ア
寺

院
」
の
帰
属
問
題
で
も
め
て
い
る
タ
イ
か
ら
の

観
光
客
は
約
二
万
七
千
人
で
、
昨
年
同
期
よ
り

三
十
四
％
減
少
し
た
。

カ
ン
ボ
ジ
ア

ニ
ュ
ー
ス
現
地
で
発
行
し
て
い
る
新
聞
や
情
報
誌
か
ら
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

ミ
ニ

国
人
観
光
客
が
増
加

ー
ル
フ
ラ
ン
ス
が
三
十
七
年
ぶ
り
に
定

期
便
を
復
活

ナ
ソ
ニ
ッ
ク
が
代
表
事
務
所
を
開
設

イ
の
皮
膚
科
業
界
が
注
意
喚
起

『
フ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ス
パ
』
で
皮
膚
病
？

造
業
大
手
「
ニ
ネ
ベ
ア
」
が
プ
ノ
ン
ペ

ン
経
済
特
区
に
進
出

外エ

パタ

製

秋は楽しいイベントの季節です

毎年、恒例になりましたグローバルフェスタに今年も出展しま
す。どうぞお出かけください。
また当日、お手伝いしてくれるボランティアさんを募集してい
ます。詳細は事務局へお電話を。

約 200 の国際協力 NGOや NPO が参加する日本最大級のお祭
りです。今回は記念すべき 10 回目の出展になります。

日　時：10月１日（土）〜２日（日）
午前10時〜午後５時

会　場：東京都千代田区、日比谷公園

〈グローバルフェスタ 2011〉
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里子家庭訪問記録
名前：イー・サムオール
年齢：13歳

好きな教科：国語（特に読解が好きです。）
苦手な教科：算数（特に分数の計算式を解くのが難しいです。）
担任から一言：成績は，道徳：Ａ，学校の活動：Ａ，健康：Ａ，出席：Ａ

好きな遊び：サッカーをするのが好きです。
好きな食べ物：緑野菜、果物
将来の夢：医者です。

住んでいる場所：コンポンスプー県　ウドン郡
　　　　　　　　トロパンクトム村
所要時間（徒歩又は自転車）：自転車：40分

家庭状況：７人の兄弟です。お兄さん２人、お姉さん１人、弟１人、妹２人、
イー・サムオール君は第４子です。父親がいます。母親がいます。現在、父親、
母親と５人の子供で暮らしています。
一日の過ごし方：朝5時頃に起きると、家の周りを掃除します。朝食の後、
身支度をし、中学校へ通っています。授業が終ってから、家に戻ります。
家族と夕食をしてから、ろうそくで本を読んだり、学校で勉強したことを復習
したりしてから１０時半頃に寝ます。

学校名：ヴィルポン中学校
性別：男の子学年：中学校の２年生

備考 ：
　里親さんからお米や日用品を頂いた
時、サムオール君と家族は皆、嬉しい気持
ちになりました。「これらはつらい生活を一
時解決することが出来ました。里親さん、
ありがとうございました。」と家族の皆が言
っていました。父親は毎年、この時期に、村
の人の田んぼを耕しています。その仕事
のお礼でお米を頂くそうです。母親は病気
がちですから、きつい仕事をすることがで
きませんが、家でヤシの葉っぱで屋根を作
っています。里親さんのお陰で、今年、サム
オール君は中学校の２年生になりました。
授業は午前と午後の一日あります。毎日、
授業が忙しくても、時間を作って算数の塾
へ通っているそうです。
2011年7月13日　
担当者：メン・ソマリン家の中で家族と立っているサムオール君の写真です。

ク
メ
ー
ル
教
育
里
親
基
金
活
動
レ
ポ
ー
ト

ク
メ
ー
ル
教
育
里
親
基
金
活
動
レ
ポ
ー
ト

　「
ク
メ
ー
ル
教
育
里
親
基
金
」
で
は
、
七
月

末
日
現
在
、
四
百
十
五
人
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
住

む
子
ど
も
た
ち
を
教
育
支
援
し
て
い
る
。

　
多
く
の
里
子
た
ち
が
、
家
庭
の
事
情
で
学
校

を
卒
業
し
な
い
ま
ま
中
退
し
て
い
く
中
で
、
初

め
て
高
校
を
卒
業
す
る
ケ
ー
ス
が
出
そ
う
だ
。

コ
ン
ポ
ン
ス
プ
ー
県
オ
ラ
ル
郡
に
住
む
、ク
ン
・

ソ
ー
ン
ち
ゃ
ん
（
女
性
）
だ
。
父
親
が
早
く
亡

く
な
っ
た
た
め
、
母
親
の
わ
ず
か
な
収
入
と
日

本
の
里
親
さ
ん
か
ら
の
教
育
支
援
金
で
小
・
中

学
校
を
卒
業
、
高
等
学
校
が
自
宅
か
ら
通
え
る

所
に
あ
っ
た
こ
と
も
幸
い
し
た
。

　
里
親
さ
ん
か
ら
、
高
校
卒
業
後
の
進
路
に
つ

い
て
本
人
に
会
っ
て
聞
い
て
ほ
し
い
と
の
要
請

が
あ
り
、
根
岸
理
事
長
自
ら
、
自
宅
を
訪
問
し

話
を
聞
い
た
。
ク
ン
・
ソ
ー
ン
ち
ゃ
ん
は
向
学

心
が
あ
り
、
大
学
へ
進
学
す
る
希
望
が
あ
る
も

の
の
、彼
女
の
住
む
村
に
は
大
学
が
な
い
た
め
、

都
市
部
へ
移
り
住
ま
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
分

か
っ
た
。

　
こ
の
こ
と
を
里
親
さ
ん
に
相
談
し
た
と
こ

ろ
、
本
人
の
願
い
を
叶
え
て
あ
げ
た
い
と
、
大

学
四
年
間
の
学
費
と
生
活
費
を
支
援
し
て
く
だ

さ
る
こ
と
に
な
り
、
早
速
本
人
に
伝
え
た
。

　
ま
ず
は
高
校
の
卒
業
試
験
を
パ
ス
し
、
大
学

の
入
学
試
験
に
合
格
す
る
こ
と
が
前
提
。
今
後

の
彼
女
の
頑
張
り
に
期
待
し
た
い
。

主に、「クメール教育里親基金」のＰＲを行なった

左から母親、クン・ソーン、根岸理事長、カンボジア人スタッ
フのスリン（７月 12 日、自宅で）

動物園で鹿に餌をあげる（クリム・クリル）

里親さんと感激のご対面（ソム・クソーム）

来場者にカンボジアの実情を説明しました

オカリナ教室の皆さんが会場で演奏してくれました

２期生、２年生です

練馬区ＮＰＯパネル展に出展

　
私
は
む
っ
く
ん
で
す
。
初
め
て
日
本
を
訪
問

し
ま
し
た
。
周
り
の
景
色
を
見
て
、
感
動
し
ま

し
た
。
日
本
は
素
晴
ら
し
い
国
で
す
。
高
い
ビ

ル
が
多
く
て
、
景
色
は
素
晴
ら
し
く
き
れ
い
で

し
た
。

　
特
に
、
日
本
の
道
路
は
全
て
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

で
舗
装
さ
れ
て
い
ま
す
。
ス
ー
パ
ー
に
行
く
途

中
、
ゴ
ミ
が
な
く
て
、
ホ
コ
リ
が
た
っ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
一
週
間
の
旅
行
で
は
日
本
の
料
理
が
美
味
し

か
っ
た
で
す
。
遠
藤
さ
ん
の
家
か
ら
富
士
山
が

見
え
て
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
そ
の
時
、
温

泉
に
入
り
ま
し
た
。

　
日
本
は
と
て
も
き
れ
い
で
し
た
。
カ
ン
ボ
ジ

ア
に
戻
っ
て
も
日
本
の
こ
と
が
頭
か
ら
離
れ
ま

せ
ん
。

（
チ
ャ
イ
チ
ョ
ッ
プ
中
学
校
二
年
生
）

　
六
月
七
日
〜
十
四

日
、
東
京
都
練
馬
区

役
所
内
の
通
路
に
お

い
て
、
区
内
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団

体
の
活
動
を
紹
介
す

る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
パ
ネ
ル
展
」

が
開
催
さ
れ
、
本
会
も

出
展
し
た
。

　
練
馬
区
内
に
は
約

二
百
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が

あ
る
が
、
そ
の
う
ち
約

十
団
体
が
出
展
し
た
。

会
報
や
チ
ラ
シ
を
配
る

こ
と
も
で
き
、
有
意
義

な
活
動
だ
っ
た
。

　
最
終
日
は
理
事
長
さ
ん
、
長
谷
川
さ
ん
と
片

付
け
を
し
ま
し
て
、
無
事
終
わ
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　
三
人
で
さ
さ
や
か
な
打
ち
上
げ
を
し
ま
し

て
、
ホ
ッ
と
し
た
次
第
で
す
。

□
　
　
　
□
　
　
　
□

　
写
真
展
に
来
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
、
チ
ラ

シ
、
ハ
ガ
キ
な
ど
を
配
り
ま
し
た
が
、
反
応

が
少
な
く
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
っ
て
何
処
に
あ
る

の
？
・
・
・
」「
そ
ん
な
怖
い
所
に
・
・
・
」

と
か
、
関
心
度
が
低
い
と
思
い
ま
し
た
。
小
さ

な
田
舎
町
の
地
域
性
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
私
の
頭
は〝
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
花
〟ば
か
り
思
っ

て
い
た
の
で
、何
だ
か
少
し
気
が
沈
み
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
時
、
理
事
長
さ
ん
の
一
言
「
こ
れ
は

最
初
の
種
蒔
き
な
ん
で
す
よ
。
種
を
蒔
か
な
い

こ
と
に
は
、
芽
も
出
な
い
し
、
花
も
咲
か
な
い

で
し
ょ
う
・
・
・
」
と
。
私
は
花
ば
か
り
見
て

い
ま
し
た
。
勇
気
が
出
ま
し
た
。
今
回
の
経
験

を
元
に
、
何
回
と
な
く
写
真
展
を
開
催
す
る
意

気
込
み
で
お
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
、
舞
鶴
（
京
都
府
）
の
知
人
が
展

示
会
場
に
来
て
く
れ
ま
し
て
、
今
後
の
写
真
展

を
す
る
に
あ
た
り
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
沢
山
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
知
人
の
お
誘
い
で
、
来
年

は
舞
鶴
市
（
京
都
府
）
で
展
示
さ
せ
て
頂
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
九
月
十
八
日
、
十
九
日
は
高
浜
町
和
田
に
お

い
て
、
路
地
裏
祭
に
て
、
民
宿
の
居
間
を
お
借

り
し
て
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
写
真
展
」
を
致
し
ま
す
。

皆
さ
ん
！
お
手
伝
い
に
来
て
く
だ
さ
い
。
歓
迎

し
ま
す
！（

福
井
県
高
浜
町
在
住
・
里
親
会
員
）

　
ま
た
、
私
の
オ
カ
リ
ナ
教
室
の
仲
間
が
来
て

く
だ
さ
い
ま
し
て
、
景
気
付
け
に
と
、
オ
カ
リ

ナ
を
会
場
で
演
奏
し
て
く
れ
ま
し
た
。
私
も
一

緒
に
演
奏
致
し
ま
し
た
。

　
六
月
八
日
〜
十
二
日
ま
で
『
カ
ン
ボ
ジ
ア
の

子
ど
も
た
ち
』
の
写
真
展
を
高
浜
町
（
福
井
県
）

駅
二
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
開
催
致
し
ま
し
た
。

初
め
て
の
こ
と
で
ど
の
様
な
会
場
設
定
に
し
た

ら
い
い
の
か
・
・
・
、
本
部
の
理
事
長
さ
ん
に

お
聞
き
し
な
が
ら
、
前
日
ま
で
一
人
で
ア
ク
セ

ク
し
て
お
り
ま
し
た
。
当
日
に
は
、
写
真
の
飾

り
つ
け
な
ど
、
元
会
社
の
同
僚
が
手
伝
っ
て
く

だ
さ
り
何
と
か
会
場
が
出
来
ま
し
た
。
同
僚
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
五
日
間
の
展
示
の
間
に
は
、
私
一
人
に
て
、

毎
日
居
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
も
あ
り
ま
し

た
。
後
で
「
行
っ
た
け
ど
居
な
か
っ
た
ネ
」
と

聞
か
さ
れ
申
し
訳
な
い
気
持
ち
で
し
た
。

　
十
一
日
（
土
）・
十
二
日
（
日
）
は
一
日
中

居
り
ま
し
た
。
十
二
日
に
は
理
事
長
さ
ん
と
お

隣
の
京
都
府
の
長
谷
川
さ
ん
（
里
親
会
員
）
が
、

応
援
に
き
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
と
っ
て
も
心

強
く
、
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　
こ
ん
に
ち
は
、
私
は
く
ー
ち
ゃ
ん
で
す
。

　
現
在
、
夢
ホ
ー
ム
で
生
活
し
て
い
ま
す
。
私

は
日
本
へ
訪
問
で
き
て
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で

す
。
日
本
は
先
進
国
で
し
た
。
日
本
の
景
色
は

素
晴
ら
し
く
き
れ
い
で
し
た
。
一
週
間
の
旅
行

で
は
ス
ー
パ
ー
を
訪
問
し
て
、
魚
を
飼
っ
て
い

る
所
を
見
に
行
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
釣
り
を

し
て
釣
っ
た
魚
を
焼
い
て
食
べ
ま
し
た
。
と
て

も
美
味
し
か
っ
た
で
す
。

　
次
の
日
、
静
岡
県
の
遠
藤
さ
ん
の
家
へ
新
幹

線
で
行
き
ま
し
た
。
と
て
も
遠
か
っ
た
で
す
。

そ
こ
で
富
士
山
の
山
頂
に
雪
が
見
え
て
、
素
晴

ら
し
か
っ
た
で
す
。

　
温
泉
に
入
り
ま
し
た
が
、
日
本
人
は
服
を
着

な
い
で
温
泉
に
入
り
ま
し
た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
人

と
対
照
的
な
習
慣
で
す
。
お
か
し
い
で
す
ね
。

日
本
へ
行
っ
た
ら
、
も
う
一
度
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

（
チ
ャ
イ
チ
ョ
ッ
プ
中
学
校
二
年
生
）

　
今
回
は
、
パ
ン
ニ
ャ
サ
ス
ト
ラ
ト
ラ
大
学
に

ク
ラ
ス
が
な
い
の
で
、
王
立
法
律
経
済
大
学
の

書
写
（
習
字
）
の
み
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
大
学
は
名
古
屋
大
学
日
本
教
育
研
究
セ

ン
タ
ー
が
連
携
し
て
、
日
本
法
を
選
択
し
た
学

生
に
日
本
語
を
教
え
て
い
る
組
織
で
す
。
日
本

法
以
外
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
法
整
備
に
も
尽
力
す

る
組
織
で
も
あ
り
ま
す
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
他
に

モ
ン
ゴ
ル
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
、
ベ
ト
ナ
ム
の

大
学
内
に
事
務
所
を
置
い
て
日
本
法
を
教
え
て

い
ま
す
。

　
昨
年
の
十
月
で
三
年
生
ま
で
そ
ろ
い
ま
し

た
。
各
学
年
二
十
五
名
く
ら
い
い
ま
し
た
が
、

大
学
を
辞
め
た
者
、
日
本
語
に
つ
い
て
い
け
な

い
者
が
出
て
き
て
、
人
数
は
減
っ
て
い
ま
す
。

（
理
事
、
関
西
支
部
長
）

日
本
人
は
服
を
着
な
い
で
温
泉
に
入
り
ま
し
た

ソ
ム
・
ク
ソ
ー
ム

投
　
稿

日
本
語
指
導
と
書
写
（
習
字
）
の
指
導
に

つ
い
て
（
六
月
二
十
七
日
〜
六
月
三
十
日
）

中
野
　
勝

投
　
稿

ゴ
ミ
が
な
く
て
、

ほ
こ
り
が
た
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

ク
リ
ム
・
ク
リ
ル

投
　
稿

福
井
県
で
初
め
て
の
写
真
展
開
催

佃
　
絹
代

投
　
稿

　
五
月
二
十
日
〜
二
十
七
日
、
愛
知
県
の
鈴
木
千
雄
さ
ん
の
招
待
に
よ
り
来
日
し
た

「
夢
ホ
ー
ム
」
の
ク
リ
ム
・
ク
リ
ル
君
と
ソ
ム
・
ク
ソ
ー
ム
君
か
ら
感
想
文
が
届
き
ま

し
た
の
で
、紹
介
い
た
し
ま
す
。（
原
文
＝
ク
メ
ー
ル
語
、日
本
語
訳
は
現
地
ス
タ
ッ
フ
）
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９月〜10月の予定

●会報「アンコールワット」9月１日号付第60号発行
●カンボジア訪問ミニツアー（9月３日〜28日）
●福井県高浜町で写真展開催（９月18日〜19日）
●グローバルフェスタ2011に出展（10月１日〜２日、日比谷公園）
●名古屋国際センターで写真展開催（10月７日〜11日）
●第34回練馬まつりに出展（10月16日、練馬区内）

活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

  

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

学
用
品
を
現
地
の
学
校
で
配
布
し
た
り
、

子
ど
も
た
ち
と
交
流
し
て
く
だ
さ
る
ツ
ア

ー
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ツ
ア
ー

は
、
年
三
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

  

ク
メ
ー
ル
教
育
里
親
基
金

農
村
の
貧
し
い
子
ど
も
達
が
学
校
に
行
け

る
よ
う
に
と
教
育
資
金
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

く
だ
さ
る
里
親
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
サ
ポ
ー
ト
金
額
は
年
間
三
万
円
〔
分

割
も
可
〕
で
す
。

  

会
員
と
し
て

・
個
人
会
員
（
年
額
一
口
三
千
円
）

※
来
年
度
よ
り
五
千
円
に
な
り
ま
す
。

・
法
人
会
員
（
年
額
一
口
一
万
円
）

・
里
親
会
員
（
年
額
三
万
円
）

会
員
の
皆
様
に
は
、
隔
月
発
行
す
る
本
会

の
会
報
「
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
」
を
発
行

の
都
度
郵
送
し
ま
す
。
会
費
の
送
付
は
、

郵
便
振
替
、
銀
行
振
込
み
、
現
金
書
留
で
。

〈
郵
便
振
替
口
座
名
〉

　
21
世
紀
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
支
援
す
る
会

〈
口
座
番
号
〉

　
０
０
１
３
０
︱
０
︱
１
６
０
９
１
６

※
銀
行
振
込
を
ご
希
望
の
方
は
事
務
局
へ

ご
一
報
く
だ
さ
い
。

※
郵
貯
銀
行
の
自
動
引
き
落
と
し
を
ご
希

望
の
方
は
事
務
局
へ
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
の

ト
ゥ
ク
ト
ゥ
ク
と
モ
ト
運
転
手鈴

木
春
男

投
　
稿

■秋は活動の季節。恒例のグローバルフェスタを始め、

沢山の活動、イベントを用意して、皆さまをお待ちしております。

■ 11 月に実施される第 19 回カンボジアふれあいの旅の参加者を募集

しております。７月の旅が中止になり、今年は春・秋と 2 回のふれあい

の旅です。この時期、カンボジアも日本の秋のように爽やかですので、

奮ってご参加ください。

■写真展を開催してくださる方を探しております。皆さまの地域で、小

さな写真展を開きませんか？写真は本会事務局よりお送りいたします。

詳細はお問い合わせください。

事務局便り

　
今
回
バ
ッ
タ
ン
ボ
ン
州
を
訪
問
し
た
と

き
に
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
州
名
に
つ
い
て
次

の
よ
う
な
点
に
気
付
き
ま
し
た
。
バ
ッ
タ

ン
ボ
ン
市
の
入
り
口
に
「
タ
・
タ
ン
ポ
ン

像
」が
あ
り
ま
す
。
説
明
を
聞
く
と
、バ
ッ

タ
ン
ボ
ン
の
名
前
の
由
来
は
、
実
在
し
た

将
軍
と
い
わ
れ
、
持
っ
て
い
る
棒
（
ボ
ン

ま
た
は
ボ
ー
ン
）
を
失
く
し
た
こ
と
か
ら

つ
け
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
反
対
側
の

ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
の
あ
る
シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ

州
は
、
か
つ
て
の
シ
ャ
ム
と
の
戦
い
で
、「
シ
ャ

ム
か
ら
取
り
戻
し
た
砦
」
と
い
う
意
味
で
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
人
は
「
シ
ャ
ム
リ
　
ア
ッ
プ
（
砦
）」

と
呼
ん
で
い
る
の
と
同
じ
で
し
ょ
う
。

　
さ
ら
に
、
コ
ン
ポ
ン
ト
ム
州
は
、
コ
ン
ポ
ン

＝
港
、
ト
ム
＝
大
き
い
、
と
い
う
意
味
で
す
。

港
と
い
っ
て
も
海
で
は
な
く
、
海
の
よ
う
に
大

き
な
ト
ン
レ
サ
ッ
プ
湖
（
川
）
を
利
用
し
た
水

上
輸
送
の
基
点
で
あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
ま
だ
、調
べ
て
い
ま
せ
ん
が
、コ
ン
ポ
ン
チ
ャ

ム
州
、
コ
ン
ポ
ン
チ
ュ
ナ
ム
（
チ
ュ
ナ
ン
）
州

な
ど
調
べ
れ
ば
、
州
名
の
由
来
が
わ
か
り
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
歴
史
も
理
解
で
き
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？（理

事
・
関
西
支
部
長
、
中
野
勝
）

プノンペン中央市場近く

小原さんよりお米４袋いただきました

タ・タンポン像

講習会の様子（夢工房）

トゥッサナー・カンボジア

州
名
の
由
来

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
国
の
成
長
率
は
近
隣
ア
ジ
ア

諸
国
同
様
に
、
近
年
五
％
前
後
と
成
長
を
続
け

て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
街
に
は
職
の
無
い

人
を
至
る
と
こ
ろ
で
見
掛
け
ま
す
。

　
統
計
が
無
い
の
で
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
失
業

率
は
相
当
な
数
字
で
し
ょ
う
。
十
％
ま
た
は

二
十
％
も
し
く
は
三
十
％
！
で
し
ょ
う
。
そ
こ

で
手
っ
取
り
早
く
稼
げ
る
仕
事
と
し
て
、
ト
ゥ

ク
ト
ゥ
ク
と
モ
ト
の
運
転
手
が
あ
り
ま
す
。

　
ト
ゥ
ク
ト
ゥ
ク
は
バ
イ
ク
の
後
ろ
に
屋
根
付

き
の
向
か
い
合
わ
せ
座
席
の
あ
る
車
を
繋
げ
て

走
る
乗
り
物
。人
だ
け
で
な
く
物
も
運
び
ま
す
。

屋
根
だ
け
で
四
方
開
放
で
す
の
で
街
並
み
を
見

る
に
は
最
適
で
す
。
雨
が
降
れ
ば
屋
根
の
上
の

四
辺
に
巻
い
て
あ
っ
た
ビ
ニ
ー
ル
を
下
ろ
し
て

客
を
濡
ら
し
ま
せ
ん
。

　
モ
ト
と
は
オ
ー
ト
バ
イ
の
事
で
、
ほ
と
ん
ど

　
七
月
二
十
五
日
〜
三
十
日
、

「
鋳
造
に
よ
る
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作

り
」
を
教
え
る
第
二
回
技
術
講
習

会
が
夢
ホ
ー
ム
内
「
夢
工
房
」
で

行
な
わ
れ
た
。
講
師
を
務
め
る
榎

戸
徹
彦
さ
ん
（
横
浜
市
在
住
・
里

親
会
員
）
は
、
忙
し
い
中
、
七
月

二
十
四
日
か
ら
八
月
二
日
ま
で
夢

ホ
ー
ム
に
滞
在
、
七
人
の
生
徒
に

対
し
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り
を
熱
心

に
教
え
て
く
れ
た
。

　
今
回
の
授
業
内
容
は
、
五
月
に

行
な
わ
れ
た
第
一
回
講
習
会
で
生

徒
た
ち
が
作
っ
た
Ｗ
Ａ
Ｘ
の
ペ
ン

ダ
ン
ト
原
型
を
榎
戸
さ
ん
が
日
本

で
鋳
造
、
そ
れ
を
ピ
カ
ピ
カ
に
仕

上
げ
る
こ
と
。
さ
ら
に
次
の
課
題

と
し
て
、
ク
メ
ー
ル
の
伝
統
文
様

の
ペ
ン
ダ
ン
ト
作
り
も
行
な
っ
た
。

　
第
三
回
の
講
習
会
は
、
九
月

二
十
日
〜
二
十
四
日
を
予
定
し
て

い
る
。

が
一
二
五
ｃ
ｃ
の
ス
ク
ー
タ
ー
。
後
部
座
席
に

客
を
乗
せ
て
走
り
ま
す
。
両
者
と
も
定
員
は
あ

り
ま
せ
ん
。
乗
れ
る
だ
け
乗
り
ま
す
。
運
転
手

に
は
安
全
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
な
の
に
後
ろ
の
乗
客
に
は
義
務

が
無
い
の
で
あ
り
ま
せ
ん
。
危
険
度
は
後
部
席

の
方
が
遥
か
に
高
い
の
に
不
思
議
で
す
。

　
ヘ
ル
メ
ッ
ト
が
無
け
れ
ば
罰
金
で
、
そ
の
場

の
現
金
払
い
で
一
件
落
着
。
罰
金
の
金
額
は
一

ド
ル
か
ら
二
ド
ル
。
そ
の
金
の
ほ
と
ん
ど
は
警

官
の
懐
に
入
り
ま
す
。
安
い
公
務
員
給
料
を
補

填
し
て
い
ま
す
。

　
バ
ッ
ク
ミ
ラ
ー
が
無
い
の
も
罰
金
で
す
。

オ
ー
ト
バ
イ
の
バ
ッ
ク
ミ
ラ
ー
は
よ
く
盗
ま
れ

ま
す
の
で
、
駐
輪
す
る
時
に
は
バ
ッ
ク
ミ
ラ
ー

を
外
し
、
そ
の
ま
ま
付
け
忘
れ
て
走
っ
て
取
り

締
ま
り
に
引
っ
掛
か
る
ド
ジ
な
人
も
い
ま
す
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
街
を
歩
き
ま
す
と
、
ど
こ
か

ら
か
「
ト
ゥ
ク
ト
ゥ
ク
！
」「
モ
ト
！
」
の
声

が
掛
か
っ
て
来
ま
す
。
日
銭
を
稼
げ
る
商
売
で

す
が
、
如
何
せ
ん
数
が
多
過
ぎ
ま
す
。
ホ
テ
ル

前
と
か
バ
ス
駅
で
は
、
た
む
ろ
し
て
客
待
ち

し
、
客
が
出
て
来
る
と
客
取
り
合
戦
が
始
ま
り

ま
す
。
日
本
人
と
わ
か
る
と
「
安
い
安
い
！
」

と
か
「
ど
こ
行
く
！
」
と
声
を
掛
け
て
き
ま
す
。

値
切
り
の
苦
手
な
日
本
人
は
上
客
で
す
。

　
街
の
観
光
二
時
間
ほ
ど
で
十
五
ド
ル
。
一
日

十
ド
ル
稼
げ
ば
月
三
百
ド
ル
。
家
族
五
人
の
食

費
が
一
日
五
ド
ル
程
度
で
す
の
で
、
そ
こ
そ
こ

に
暮
ら
し
て
い
け
ま
す
。
ち
な
み
に
土
木
作
業

員
の
日
当
は
五
ド
ル
前
後
。
店
員
の
月
給
が
五
十

ド
ル
か
ら
百
ド
ル
前
後
。
そ
ん
な
社
会
で
す
。

（
静
岡
県
磐
田
市
在
住
・
里
親
会
員
）

＊
ト
ゥ
ッ
サ
ナ
ー
と
は
観
察
す
る
と
い
う
意
味
で
す
。

・モンス−ン（季節風）帯に属し、国土は北緯10度
〜15度の亜熱帯圏に属する
・「森の国」と言えるが、平野部が国土の約40％で
人口の87％が集住する。
・地形状、隣国からの侵略を受け易く、国土は「巾着
型」をしており、タイ・ベトナム両国から歴史的侵
食が激しかったことを物語っている。
・水系はトンレサップ、メコンの両水系によって二分
され、プノンペンで合流・分岐する。トンレサップ
湖は東南アジア最大の広さの湖で雨季には、メコン
川からトンレサップ川に流れ込む流量で湖に向かっ
て逆流し、湖の面積を大きく広げる。湖は淡水魚の
宝庫で生息種類数は世界一、また、漁獲量は10㎏

／10K㎡で世界一を誇る。トンレサップ川の水位
は最低１m、最高９ｍを繰り返し、70年間ほとん
ど変わらない。メコン川は、チベット高原に源を発
し、中国・ラオス・カンボジア・ベトナムを通っ
て、南シナ海に入る。
・カンボジア南西部のタイ国境からタイ湾にかけてク
ラヴァーン山脈、南部にダムレイ山脈(最高峰プノ
ン・アゥラル；1764ｍ)がある。北西部のタイ国
境にドンレク山脈がある。メコン川より東側のラタ
ナキリ、モンドルキリ州には丘陵高原が広がる。
・1994年のメコン委員会の人工衛星による調査に
よれば、森林が20年間で10％減少、洪水埋没林
の伐採で31％(約110万Ｋ㎡)減少した。水田は
1985〜92年で約40万Ｋ㎡増加する。一方、そ
の内の69％が耕作放棄地である。

第
二
回
「
鋳
造
に
よ
る
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り
」
技
術
講
習
会
を
開
催

小
原
武
次
郎
さ
ん
夢
ホ
ー
ム
訪
問
、
お
米
を
寄
贈

七
月
二
十
五
日
〜

二
十
八
日
、
小
原
武

次
郎
さ
ん
（
大
阪
府

在
住
・
会
員
）
が
夢

ホ
ー
ム
を
訪
問
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

し
て
く
れ
た
。

　
ま
た
、
子
ど
も
た

ち
へ
の
お
土
産
と
し

て
、
お
米
を
四
袋
寄

贈
し
て
く
れ
た
。

地　理 カ
ン
ボ
ジ
ア
の
風
土
に
つ
い
て

賞金・商品総額500万円＋社長が気に入ればすぐに買い取ってくれる！平成23年度
『東久邇宮記念会　全国発明大会＆
全国ネーミング＆キャラクターコンクール』

世界の企業が注目している

生活雑貨や身の回り用品、介護グッズや
子育てグッズまで、ありとあらゆる発明品
を大募集！
「こんなものが欲しーのよ！」というもの
を、あなたが発明してみませんか？
予備審査・本選共に企業の肩が審査をし

てくれていすので、入賞してもしなくても、
商品化されるチャンスがあります！

フリー課題でネーミングやキャラクター
を考えてください。
「え！？これくらいのキャラクターなら

私でもできそうだけど・・・？」というもの、
目にしませんか？
よいネーミングやキャラクターは予備審

査でも買い手がつくチャンスがあります！

発
明
の
部

ネ
ー
ミ
ン
グ
＆

　
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
部

各
賞
・
賞
状
・
賞
金

◆ 東久邇宮記念大賞【第１位】
　　　賞金30万円＋賞状＋トロフィー
◆豊澤豊雄賞【第２位】
　　　賞金10万円＋賞状＋トロフィー
◆知的財産学校賞【第３位】
　　　賞金５万円＋賞状＋盾

◆ 東久邇宮記念大賞【第１位】
　　　賞金10万円＋賞状＋トロフィー
◆豊澤豊雄賞【第２位】
　　　賞金５万円＋賞状＋トロフィー
◆知的財産学校賞【第３位】
　　　賞金５万円＋賞状＋盾

　上記各賞の他にもスポンサー賞等が多数あり、各賞（決勝発表大会出場）に、
賞金・賞状・副賞が用意されています。
　日米の企業社長が審査します。いいものは入賞に関係なく契約してくれます。

● 応募資格　不問
● 応募方法　所定の応募用紙に記入、応募点数制限なし。ただし、応募用紙１枚につき１点
● 応募用紙請求方法　下部申込書へ記入の上、現金書留もしくは郵便為替にて、費用とともに送付。

発明の部応募用紙：１セット（応募用紙２枚入り）2,000円
ネーミング＆キャラクターの部：１セット（応募用紙２枚入り）1,000円

● 応募〆切　平成23年10月18日(必着)　※各部とも応募用紙１枚で１点の応募ができます。
● 発表　予備審査：11月上旬　入賞者へ通知

投票審査：12月上旬　決勝発表大会で受賞作品決定！
最終結果：12月下旬　ウェブサイト上

※ 知的所有権協会への著作権立証登録をしているものに関しては、そのコピーでも発明の部へ応募できます。
その場合は、コピーと1,000円を添えてご応募下さい。

《応募・応募用紙請求先》
〒169－0072　東京都新宿区大久保2-13-4　北原ビル303「全国発明大会」係
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